
 

 

 

1 月 14 日（水）、教育記念館において標記の研修会が行われました。開会の前に、12 月３日に、石

田会長が教育者文部科学大臣表彰を受賞されたことの紹介がありました。 

 開会の挨拶では、石田 県小学校会長より、大きく以下の３点の話がありました。 

 １ 県小学校長会の組織改革について 

  ２ 多様な個性や特性を有する子供たちを包摂する柔軟な教育課程の構築 

  ３ ふるさとに愛着と誇りをもつ子供の育成を目指す学校経営 

 下記に、２、３について概要を紹介します。 
  

【２ 多様な個性や特性を有する子供たちを包摂する柔軟な教育課程の構築】 

個性や特性を有する児童が多くなってきている学校の実態を受け、私たちに求められるのは、多様性の

包摂であり、個性が輝く教育の実現です。このことを受け、各学校では教育課程の見直しが進められ、

来年度から特色ある教育課程が進められる年になると考えています。そこで、校長として大切にしたい

４点あります。 

① 校長として、子供の学びの質の向上を目指し、子供理解を基にした授業改善の実施 

子供たちに、目に見える学力を身に付けさせることが大切です。 

② 子供、教職員、地域との対話 

多様な子供一人一人の願いに校長として耳を傾けて、教育課程の改善に活かすことが重要

であると考えています。そして、子供、教職員にとって魅力ある学校を創ることで、特に教

職員にとって生きがいにつながると思います。 

③ 「地域とともに」を意識する 

学校は地域あっての学校です。以前、学校を閉校した際に、学校は地域があっての学校で

あることを実感しました。今後、学校運営協議会の中で、教育課程の改善を説明し、ご理解

を願い、地域と共同で教育課程の改善を進める必要があります。 

④ 各学校の教育課程の改善の取組について、校長会を通しての共有 

一人一人の校長が他校の取組を学び合うことを通して、全ての子供たちを育てていくこと

が大切です。 

 

【３ ふるさとに愛着と誇りをもつ子供の育成を目指す学校経営】 

令和９年度に開催予定の東海・北陸地区小学校長会教育研究富山大会の副題に「ふるさとに誇りと愛

着をもち、未来社会を主体的・協働的に生き抜く児童の育成を目指す学校経営」とあります。 

副題の「ふるさと」には、地域とのかかわりを通して、ふるさとに愛着と誇りをもった子供たちは、

困難にあってもあきらめず、他者と協働しながら自らの未来を切り拓いていくことができる、という思

いを込めてあります。そのため、どの学校においても、「ふるさと」を意識した学校経営を行い、子供た

ちに心のふるさとをもってほしいと考えています。 

重松鷹泰さんの「子どものための教育」に掲載の言葉を紹介します。 
 

私は子供たち一人一人に自分のふるさと心のふるさとをもたせたいと思います。 

自分の帰っていけるところ 自分とのつながりの深いところ 自分を受け入れてくれると

ころという「ふるさと」。そして、幼いときや若い時の純真な自分に帰らせてくれるところ、

そういう懐かしい思い出や感動というふるさとを各人に形成したいと思います。 
 

子供たちが地域の人の温かさやさしさに触れることで自然や文化の魅力を知って改めて自分たちが

暮らすふるさとのよさを感じることができる学校経営を校長会として進めていきたいと思います。 

 

その後、各部会からの報告・連絡の後、富山市校長会第３区域の取組として「個別最適な学びと協働

的な学びの一体的な充実について」といタイトルで発表があり、意見交換を行い、研修を深めました。 
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